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資料 ３

木材こん包材への対応について

１．経緯

( ) 精密機器等の貨物のこん包や貨物の搬送に用いられるパレットなど国際貿1

易においても広く使用されている「木材こん包材」については、高い頻度で

再利用されること等により原産地の特定さえ困難であり、また、有害動植物

、 、を消毒するための十分な措置が講じられていない場合が多いことから 近年

病害虫の侵入リスクを適切に管理するため、国際貿易における木材こん包材

の規制の必要性が国際的に認識されるようになった。

( ) このため、ＥＵにおいては、２０００年からＥＵが認定した輸出国の消毒2

認証機関に登録された施設で熱処理された木材こん包材の使用を独自に輸出

国に要求するようになったほか、２００２年３月には、植物検疫措置に関す

る国際基準「国際貿易における木材こん包材の規制のための指針」が、国際

植物防疫条約（ＩＰＰＣ）の暫定委員会（ＩＣＰＭ）において承認された。

( ) 国際基準の制定を受けて、米国及びカナダは、本基準に則った輸出国での3

消毒等を要求する規則の改正を行う旨表明し、来年１月から暫定適用（罰則

適用無し）し、来年中に本格施行される見込みとなっている。

２．我が国の対応状況

( ) 我が国からの輸出に使用される木材こん包材については、これまで輸入国1

からの要求に応じた対応を図ってきたところであり、来年から実施される見

込みの米国・カナダの規制措置にも適切に対応するため、現在、準備を進め

ているところである。

( ) 一方、我が国に輸入される木材こん包材については、植物検疫の対象外と2

して取り扱ってきたところであり、また、国際基準に基づく輸出国での消毒

措置も要求していない現状にある。
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( ) しかしながら、我が国未発生でアジア由来のツヤハダゴマダラカミキリ3

（ ）の発生が近年諸外国で相ついで確認されている。Asian Longhorned Beetle

これらの諸外国では、想定されるその有力な侵入経路として木材こん包材が

、 、疑われており 発生国からの木材こん包材に対する規制を強化するとともに

根絶に向けた防除が実施されている。このように、木材こん包材による病害

虫の侵入リスクが無視できないことが国際的に認識され、新たに諸外国では

国際基準に基づく消毒措置等を輸出国に要求する動きがみられる。

このため、我が国においても、我が国未発生のツヤハダゴマダラカミキリ

等の侵入防止を徹底する必要があることから、現在、改めて植物防疫所にお

いて木材こん包材のリスク評価を実施しているところである。
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（参考１）

木材こん包材

１．パレット

２．木枠、木箱
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（参考２）

国際基準の概要

対象植物：針葉樹及び非針葉樹の生の木製こん包材

対象害虫：キクイムシ科、カミキリムシ科、マツノザイセンチュウ等

消毒処理基準：熱処理（芯材温度５６℃以上で３０分間以上）

臭化メチルくん蒸

防腐剤加圧注入

認証マーク：処理済みこん包材については、こん包材に認証マークを表示

登録番号：木材こん包材の生産者に対し、国家植物防疫機関（ＮＰＰＯ）が番

号を指定する。
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（参考３） 諸外国におけるツヤハダゴマダラカミキリの発生状況等

（参考３－１）2003年9月29日付けでカナダ国内に生育している樹木にツヤハダゴマ

Canadian Foodダラカミキリが初めて発見されたことを報じる

（ カナダ食料検査庁）発表のツヤハダゴマInspection Agency CFIA

ダラカミキリに関する情報

（参考３－２）ツヤハダゴマダラカミキリが北米、豪州などに続いてフランスで発

見されたことを報じる （ニューNew Zealand Forest Research Institute

ジーランド森林研究所）発行の （131New Zealand Forest health news

号 2003年７月発行）

（参考３－３）米国のツヤハダゴマダラカミキリに関する病害虫警報（米国農務省

・森林局・動植物検疫局 2002年９月修正版発表）
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（参考４）

ツヤハダゴマダラカミキリ

学名： (Motschulsky)Anoplophora glabripennis

英名：Asian Longhorned Beetle

：中国、朝鮮半島、アメリカ。分布

：ニレ、ポプラ、ヤナギ、カエデ類、セイヨウトチノキ等。寄主

：体長は２５～３２ 、触角は５０ 程度。形態 mm mm

：中国の寧夏ウイグル自治区では、成虫は６月中旬頃より発生し、８月下旬頃まで見生態

。 、 。 、られる 一般に年１世代であるが ２世代のものもある 雌成虫は樹皮にかみ傷をつけ

産み込まれた卵から孵化した幼虫は樹幹内を穿孔し、秋から冬にかけて蛹化し、翌春羽

化する。

：本虫は生立木の幹中央部を中心に地上部５０ から直径５ 程度の太い枝まで被害 cm cm
加害する。幼虫が維管束を破壊することによる葉の黄化や萎凋を引き起こし、枯死する

場合もある。中国では砂漠緑化のために栽植されたポプラが大量枯損を引き起こしたこ

とがあり、また、アメリカでもカエデ類を枯死させた記録がある。加害された木をその

まま放置すると森林、果樹等に著しい被害を与える。

：最も効果のある防除手段は、寄生木の伐採及び焼却である。殺虫剤としては、イミ防除

ダクロプリド水和剤（アドマイヤー）が使用されている。

樹幹内の蛹

葉上の成虫


